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生野中学校区 学校適正配置検討会議 第４回 を開催しました

生野区では、教育環境の充実、子育て環境の充実、災害に強いまちづくりを通じて、まちの活性化をめざす「生野

区西部地域学校再編整備計画」を推進しています。

【議題】

1. 標準服等専門部会の進め方について

2. 校章・校歌専門部会の進め方について

3. 教育内容に関する進捗状況について

 標準服等の検討の進め方について、専門部会からの報告（裏面参照）のとおり、今後の進め方を確認した。

 校章・校歌の検討の進め方について、専門部会からの報告（裏面参照）のとおり、今後の進め方を確認した。

 次回の検討会議は10月28日（水）に開催する。

今回の検討会議での確認事項

【出席者】

◆生野中学校区学校適正配置検討会議委員

・林寺小学校区から ２名

・生野小学校区から ４名

・西生野小学校区から ４名

・生野中学校区から ０名

◆傍聴 １名

今回の検討会議の開催状況

検討会議当日のくわしい内容（議事資料、開催結果など）についてはこ
ちらのページをご覧ください。

このなかで、生野中学校区の学校再編について、「生野中学校区 学校設置協議会」を平成30年11月30日

に設置し、議論を行ってまいりました。

令和２年４月に大阪市立学校活性化条例（以下、「条例」といいます）が改正施行され、条例第16条に基

づき、「学校再編整備計画」の内容について保護者等のご意見をいただく場として、令和２年９月30日（水）に

第４回目の「生野中学校区 学校適正配置検討会議」（以下、「検討会議」といいます）を開催しました。

本紙では、今回の検討会議における主な意見交換の内容をお知らせします。



学校再編に関する情報は生野区
ホームページでもご覧いただけます
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行政からの説明内容

専門部会からの報告

校章・校歌専門部会について

各専門部会の開催結果についても、生野区ホームページへ掲載して

おりますので、詳しくはそちらをご覧ください。

（校章・校歌専門部会長より報告）

９月23日開催の専門部会では、校章・校歌専

門部会における今後の進め方について、行政案

を参考に意見交換を行いました。

校章については、「次回の専門部会において学校

の意見も踏まえた校章案（15案程度）から絞

り込みを行った後、児童・生徒を通じて保護者向

けにアンケートを実施し、アンケート結果を参考に

校章の選定を進める。」ことを確認しました。

校歌について、「『歌詞のフレーズを募集する』、

『歌詞全体を公募する』、『学校等通じて作詞作

曲可能な人に依頼する』という３種類の方向性

を軸に考えること、次回の専門部会では新しい校

歌に求めるイメージについて意見交換する。」こと

を確認しました。

標準服等専門部会について

学校再編情報の
twitterはこちら！

（標準服等専門部会長より報告）

９月16日開催の専門部会では、標準服等専門

部会における今後の進め方について、行政案を参

考に意見交換を行いました。

 「保護者が、新しい標準服等に求める意見を集約

するため、学校を通じてアンケートを実施する。」、

「アンケートの実施及び集計と並行して、専門部

会において、標準服等の種別やデザイン等の大枠

について意見交換を進める。」ことを専門部会にお

いて確認しました。

教育内容に関する進捗状況について

現在、４小学校と中学校の教職員全体を「教

育内容部会」、「集団育成部会」、「学力向上

部会」等の10個の部会に分け、大阪市初となる

義務教育学校の具体化を図っています。

今回の検討会議では、その中でも、開校にむけて、

独自教科「IKUNO未来科」の開発に取り組んで

いることについてご紹介を行いました。

９月10日には、各学校長、企業（株式会社リ

バネス様・ロート製薬株式会社様）、山口生野

区長出席のもと、第１回の「産官学連携意見交

換会」を開催し、予測困難な時代に目の前の課

題を解決していく力を養う教育のあり方について

議論を行いました。

「企業って何をし
ているところだろ
う？」という素朴
な疑問に大人、学
校は何ができるだ
ろう…？

子どもは複雑で多様化し
ている社会で生きている。
今の生野の課題解決のた
めにも、産官学＋地域の
力を子どもたちに注いで
いくことが大事

９年間でキャリア
教育を行うとなる
と、５・６・７年
にゆとりができ、
充実させられるこ
とはとても魅力的

学 校

企 業 生野区長


